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「兵庫県循環器病対策推進計画」では、救急搬送体制の整備に向けた施策の方
向性の一つとして「ＩＣＴを活用した循環器病医療連携ネットワークの構築と
推進」が掲げられており、その具体策として、神戸大学及び兵庫県疾病対策課
が主導した補助事業により県下の複数の医療機関でＪＯＩＮが導入されている。

はり姫では、令和4年度末にシステム構築が完了。令和5年から7年度末までの使
用契約を締結し、現在は病院内の連携に利用している。
中播磨圏域では、令和6年7月時点で、当院、ツカザキ病院、姫路赤十字病院、
城陽江尻病院、公立神崎総合病院、長久病院、姫路中央病院の7病院に導入され
ている（事業者情報）
当院では現在１病院から病病連携の相談を受けているが、当該システムは、遠
方で搬送時間を要する場合に、あらかじめ病院間で画像等患者情報を共有する
ことで、搬送先が早期に受け入れ体制を整えることが可能になることが特に有
効であると考えられるため、２病院間の連携に止まらず、行政主導によるエリ
ア全体の救急搬送体制の強化として取り組むことが有効ではないか。

ＪＯＩＮ（循環器医療連携ネットワークシステム）を活用し
た救急搬送体制の強化について

【システム概要】
・国内で初めて医療機器認証を受けた医療者向け遠隔医療アプリ
（事業者：(株)アルム）
・撮影した画像を専用のクラウドにアップロードし、スマホを用いて院内診療科内
もしくは病院間で画像の共有やチャットの利用が可能
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